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1. 研究の背景と目的

　小学校における教科としての英語の導入，高

等学校における英語による英語の授業，大学入

試における英語入試改革の提案と，グローバル

化の進展に伴い，英語教育を取り巻く環境が大

きく変化してきている。

　とりわけ早期英語教育に関しては，関心が高

く期待も大きく膨らんでいるように思われる

が，一方では，賛成論者と反対論者との間でそ

の是非について激しく議論が交わされている。

言語習得臨界期説を根拠に，発音やリスニング

能力の面で早期英語教育の有効性を主張する賛

成論者に対し，反対論者は，母語である日本語

の習得に与える影響を懸念し，早期英語教育に

異議を唱えている。このように，技能面に関し

ては両者が対立する考えを主張しているが，情

意面に関する議論はあまり聞こえてこない。

　英語教育熱の高まりとは対照的に，日本人の

海外留学者数は 2004 年の 82,945 人をピークに

減少の一途をたどり（小島ら，2014），若者の

内向き志向が強まっていることが度々指摘され

ているが，若者の留学に対する意識や価値観に

変化が生じているのだろうか。今の若者は，留

学に何を求め，そこから何を得たいと考えてい

るのだろうか。

　社会の変化や時代の要請に応えることも教育

に求められる大切な使命の一つであるが，その

ためには，正しく現状を認識することが何より

も不可欠である。そしてそれを踏まえ，現状の

改善に資する知見やアイデアを提案することが

求められる。

　そこで，本研究では，英語の学習成果や学習

行動及び学習態度について，英語学習開始時期

の違いや留学経験の有無によって差異が見られ

るのか比較・検討を行う。また，英語学習開始

時期や留学経験に加え，性別や英語熟達度の違

いにおいても同じように比較・検討する。性別

や英語熟達度は，これまで数多くの第二言語習

得研究において比較分析の指標として用いら

れ，多くの知見が先行研究から得られているか

らである。そのため，本研究で示される結果と

の比較・考察もより充実したものになることが

期待される。

　さて，日常生活の中で英語が用いられていな

い日本のような EFL 環境にあっては，英語を学

ぶ目的や意義を見出すことは容易ではない。事

実，中高生の多くが，「何のために英語を学ぶ

のか？」という疑問を抱えながら英語と向き

合っている現状がある（江利川ら，2014）。本

研究で英語の学習成果を分析項目の一つに位置

付けたのは，英語を学ぶことで得られるもの，

すなわち英語の学習成果についての知見を提示

することで，英語を学ぶ目的の一端を明らかに

することができると考えたからである。また，

学習行動と学習態度については，学習行動が学

習成果の直接的な要因であり，且つ学習態度に

起因するという関係性が相互に見出されること

から，分析項目に加えることにした。
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　本研究の目的は，英語学習における最終ゴー

ルとも言える「学習成果」，そこに至るプロセ

スである「学習行動」，そして，それを規定す

る「学習態度」について，「性別」，「英語学習

開始時期」，「英語熟達度」及び「留学経験」の

4 つの指標に基づく比較・分析を行い，英語教

育に資する新たな知見を見出すことである。

2. 方法

2.1 調査協力者と調査手続き

　本研究の調査協力者は，沖縄キリスト教学院

大学人文学部英語コミュニケーション学科に在

籍する 1年生から 4年生までの 175名であった。

性別の内訳は男性 42 名，女性 133 名で，平均

年齢は19.7歳（SD：1.93；18歳～30歳）であった。

　2015 年 7 月に英語講読の授業担当者の協力を

得て，授業時間の一部を利用し，質問紙調査を

実施した。所要時間は 10 分程度であった。

2.2 調査内容

　質問紙（付録参照）は，性別・年齢，英語学

習開始時期や英語熟達度など，調査協力者の属

性に関する質問項目 11 項目と，英語学習の目

的や信念，学習行動などに関する質問項目 40

項目の 2 部門から構成された。質問紙は無記名

とし，一般論としてではなく，調査協力者自身

の考えに基づいて回答するよう明記した。回答

は，「1. 全く当てはまらない」，「2. 当てはま

らない」，「3. あまり当てはまらない」，「4. や

や当てはまる」，「5. 当てはまる」，「6. 非常に

当てはまる」の 6 件法で回答を求めた。偶数個

のリカート尺度を用いたのは，調査協力者が適

当に中立的な選択肢（「どちらでもない」）を選

ぶのを回避し，より正確な回答を得るためで

あった。

　本稿では，質問項目を以下の6つのカテゴリー

に分類し，「性別」，「英語学習開始時期」，「英

語熟達度」及び「留学経験の有無」の違いから

分析を試みた。

　

（１）	 英語学習で得られた成果（7項目）

（２）	 英語学習の計画・目標・行動（7項目）

（３）	 英語学習に対する肯定的態度（5項目）

（４）	 英語学習における国際的志向性（7項目）

（５）	 英語学習に対する消極的態度（6項目）

（６）	 英語学習における動機づけ（4項目）

英語学習開始時期については，中学校入学以前

に英語の学習を始めた「早期学習開始群」（n = 
101）と，中学校入学後に英語の学習を始めた「非

早期学習開始群」（n = 74）に分類した。

　また，英語熟達度については，「1. 中上級レ

ベル（英検準1級以上／TOEIC 730点以上）」，「2. 

中級レベル（英検 2 級程度／ TOEIC 530 ～ 720

点程度）」，「3. 初中級レベル（英検準 2 級程度

／ TOEIC 450 ～ 520 点程度）」，「4. 初級レベル

（英検 3級程度／ TOEIC 270 ～ 440 点程度）」，「5. 

基礎レベル（英検4級以下／TOEIC 260点以下）」

の 5 段階の尺度から，調査協力者の自己申告に

基づき，中級レベル以上を「英語熟達度上位群」

（n = 51），初級レベル以下を「英語熟達度下位

群」（n = 73）に分類した。

　留学経験の有無については，留学未経験者を

「留学未経験群」（n = 78），6 カ月以上の留学経

験者を「留学経験群」（n = 18）とした。

3. 結果

3.1 独立変数間の連関性

　独立変数（「性別」，「英語学習開始時期」，「英

語熟達度」，「留学経験」）間の連関性を調べる

ために，χ2
検定を行った。その結果，表 1，表

2に示すとおり，「性別」と「英語学習開始時期」

（χ2
 = 2.308，df = 1，p = .129），「性別」と「留

学経験」（χ2
 = .236，df = 1，p = .627）との

間には有意差は認められなかったが，表 3 に示

すとおり，「性別」と「英語熟達度」の連関性

は 1％水準で有意であった（χ2
 = 8.093，df = 1，

p = .004）。また，表 4，表 5 より，「英語学習

開始時期」と「英語熟達度」（χ2
 = 1.769，df = 1，

p = .183），「英語学習開始時期」と「留学経験」

（χ2
 = .434，df = 1，p = .510）との間には有

意差は認められなかったが，表 6に示すとおり，

「英語熟達度」と「留学経験」の連関性は 0.1％

水準で有意であった（χ2
 = 31.835，df = 1，p= 

.000）。

3.2 カテゴリー別の調査結果

　英語学習に関する 6 つのカテゴリーにおける

項目の平均値は，「英語学習で得られた成果」

が 4.36（SD = 0.92），「英語学習の計画・目

標・行動」が 4.15（SD = 0.92），「英語学習に

対する肯定的態度」が 4.82（SD = 0.78），「英

語学習における国際的志向性」が 5.36（SD= 
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表 1. 性別と学習開始時期のクロス表

学習開始時期
合計

早期 非早期

性別 男性 度数 20 22 42

性別の% 47.6% 52.4% 100.0%

女性 度数 81 52 133

性別の% 60.9% 39.1% 100.0%

合計 度数 101 74 175

性別の% 57.7% 42.3% 100.0%

表 2. 性別と留学経験のクロス表

学習開始時期
合計

早期 非早期

性別 男性 度数 22 4 26

性別の% 84.6% 15.4% 100.0%

女性 度数 57 14 71

性別の% 80.3% 19.7% 100.0%

合計 度数 79 18 97

性別の% 81.4% 18.6% 100.0%

表 3. 性別と英語熟達度のクロス表　

英語熟達度
合計

下位群 上位群

性別 男性 度数 25 6 31

性別の% 80.6% 19.4% 100.0%

女性 度数 48 45 93

性別の% 51.6% 48.4% 100.0%

合計 度数 73 51 124

性別の% 58.9% 41.1% 100.0%

表 4. 英語学習開始時期と英語熟達度のクロス表

英語熟達度
合計

下位群 上位群

開始時期 早期 度数 37 32 69

開始時期の% 53.6% 46.4% 100.0%

非早期 度数 36 19 55

開始時期の% 65.5% 34.5% 100.0%

合計 度数 73 51 124

開始時期の% 58.9% 41.1% 100.0%

表 5. 英語学習開始時期と留学経験のクロス表

留学経験
合計

なし あり

開始時期 早期 度数 46 12 58

開始時期の% 79.3% 20.7% 100.0%

非早期 度数 33 6 39

開始時期の% 84.6% 15.4% 100.0%

合計 度数 79 18 97

開始時期の% 81.4% 18.6% 100.0%

表 6. 英語熟達度と留学経験のクロス表

留学経験
合計

なし あり

熟達度 下位群 度数 41 0 41

開始時期の% 100.0% 0.0% 100.0%

上位群 度数 10 15 25

開始時期の% 40.0% 60.0% 100.0%

合計 度数 51 15 66

開始時期の% 77.3% 22.7% 100.0%

0.68），「英語学習に対する消極的態度」が 3.16

（SD = 0.75），「英語学習における動機づけ」が

5.52（SD= 0.54）となった。内的整合性を検討

するために各カテゴリーにおけるクロンバック

の α係数を算出したところ，「英語学習で得ら

れた成果」で α=.86，「英語学習の計画・目標・

行動」で α=.83，「英語学習に対する肯定的態

度」で α=.78，「英語学習における国際的志向性」

で α=.85，「英語学習に対する消極的態度」で

α=.66，「英語学習における動機づけ」で α=.59
の値が得られた。6 つのカテゴリーにおける質

問項目ごとの記述統計は表 7のとおりである。

　次に，各カテゴリー間の相関係数を表 8 に示

す。6 つのカテゴリーのうち，「英語学習に対す

る消極的態度」を除く 5 つのカテゴリーは，互

いに有意な中程度の正の相関を示した。一方，

「英語学習に対する消極的態度」は，「英語学習

で得られた成果」，「英語学習の計画・目標・行

動」，「英語学習における国際的志向性」の 3 つ

のカテゴリーと有意な弱い負の相関を，「英語

学習に対する肯定的態度」との間に有意な中程

度の負の相関を示した。

3.3 「性別」の違いによる差異の検討

　性別の違いによる差異を検討するために，英

語学習に関する 6 つのカテゴリーについて t 検
定を行った。その結果を表 9に示す。

　「英語学習で得られた成果」（t = -1.347，df = 
172，p = .180, d = 0.24），「英語学習の計画・

目標・行動」（t = 0.979，df  = 170，p = .329, 
d = 0.17），「英語学習における肯定的態度」（t 
= 0.270，df = 173，p = .787, d = 0.05），「英

語学習における国際的志向性」（t = -0.020，df 
= 170，p = .984,d = 0.00），「英語学習に対す

る消極的態度」（t =0.228，df = 168，p = .820, 
d = 0.04），「英語学習における動機づけ」（t = 
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表 7．6つのカテゴリーにおける質問項目ごとの記述統計量（n = 175）
項目 Mean SD

英語学習で得られた成果（６項目，α = .86)

17 英語を通して、西洋の文化に対する興味・関心が高まった 5.074 1.056

27 英語を学ぶことで、日本の文化に対する興味・関心が高まった 4.577 1.256

23 英語を学ぶことで、積極的に人とコミュニケーションをとるようになった 4.466 1.215

13 英語を通して、西洋のものの見方や考え方を理解することができた 4.046 1.254

10 英語を学ぶことで、日本語の理解が深まった 4.040 1.266

14 英語を学ぶことで、前向きに物事を考えるようになった 3.960 1.349

　 　 　 　

英語学習の計画・目標・行動（７項目，α = .83)　 　

35 あの人のように英語を話せるようになりたい、という目標となる人がいる 4.954 1.334

39 英語を一生懸命勉強している 4.314 1.281

28 英語で、ネイティブの先生と積極的にコミュニケーションをとるように心掛けている 4.234 1.212

05 英検などの資格試験に向けて、英語の勉強に取り組んでいる 4.017 1.349

38 英文法の学習に力を入れて取り組んでいる 3.983 1.275

34 英単語の学習に熱心に取り組んでいる 3.908 1.291

36 計画を立てて、英語の学習に取り組んでいる 3.598 1.414

　 　 　 　

　英語学習に対する肯定的態度（５項目，α = .78) 　

01 英語はとても好きだ 5.223 0.892

33 英語の勉強を続ければ、必ず英語はできるようになると思う 5.223 1.105

19 英語の授業は楽しい 5.086 1.077

15 英語を勉強するのは楽しい 4.960 1.090

09 英語はとても得意だ 3.629 1.181

　 　 　 　

英語学習における国際的志向性（７項目，α = .85)　 　

18 将来、海外旅行に行きたいと考えている 5.766 0.622

07 英語を勉強して、もっと自分の視野を広げたい 5.686 0.702

32 英語を使って、外国の人とコミュニケーションをとりたい 5.500 0.872

06 洋楽を聴いたり、洋画を観たりするのが好きだ 5.463 0.987

04 将来、留学したいと考えている 5.289 1.077

08 外国の人と友達になりたいので、英語を学んでいる 4.966 1.250

31 英語を通して、日本の文化や価値観を、外国の人に伝えたい 4.828 1.214

　 　 　 　

英語学習に対する消極的態度（６項目，α = .66) 　

21 英語は難しい 4.989 1.114

37 どのように英語を勉強したらよいか、よく分からない 4.246 1.327

29 英語の授業はあまり理解できない 2.751 1.211

30 英語ができなくても、将来、特に困ることはない 2.746 1.278

24 英語を勉強するのはあまり好きではない 2.329 1.258

11 何のために英語を勉強するのか分からない 1.926 1.184

　 　 　 　

英語学習における動機づけ（４項目，α = .59) 　

26 英語ができると、将来役に立つと思う 5.754 0.549

02 英語が話せたら格好いいと思う 5.737 0.719

16 英語を勉強する必要性を強く感じている 5.460 0.802

03 将来就きたい職業は、英語力が要求される 5.120 1.121
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表 8. 6 つのカテゴリー間の相関係数

1 2 3 4 5 6 Mean SD

1. 英語学習で得られた成果 − .444** .564** .563** -.331** .482** 4.36 0.92

2. 英語学習の計画・目標・行動 − .605** .467** -.340** .437** 4.15 0.92

3. 英語学習に対する肯定的態度 − .649** -.618** .546** 4.82 0.78

4. 英語学習における国際的志向性 − -.348** .651** 5.36 0.68

5. 英語学習に対する消極的態度 − -.349** 3.16 0.75

6. 英語学習における動機づけ − 5.52 0.54

**p ＜ .001

-0.011，df = 172，p = .991, d = 0.00）の全

てのカテゴリーにおいて，性別による得点の有

意差は見られなかった。また，効果量（Cohen’s 

d）を算出した結果，「英語学習で得られた成果」

では小さな効果量が得られたが，その他のカテ

ゴリーでは効果量は確認されなかった。そこで，

質問項目ごとに t 検定を行った結果，「英語学習

で得られた成果」の下位項目である「13 英語

を通して，西洋のものの見方や考え方を理解す

ることができた」（t = -2.274，df = 173，p = 
.024, d = 0.40）において，5％水準で性別の

違いによる有意差が確認できた。

3.4 「英語学習開始時期」の違いによる差異の検討

　英語学習開始時期の違いによる差異を検討す

るために，英語学習に関する 6 つのカテゴリー

について t 検定を行った。その結果を表 10 に示

す。

　「英語学習で得られた成果」（t = 1.513，df = 
172，p = .132, d = 0.23），「英語学習の計画・

目標・行動」（t = 1.190，df = 170，p = .236, 
d = 0.19），「英語学習における国際的志向性」

（t = 0.248，df = 170，p = .804, d = 0.04），
「英語学習における動機づけ」（t = 0.316，df = 
172，p = .753, d = 0.05）の 4つのカテゴリー

において，英語学習開始時期の違いによる得点

の有意差は見られなかった。一方，「英語学習に

おける肯定的態度」（t = 2.925，df = 173，p = 
.004, d = 0.45）では 1％水準で，「英語学習に

対する消極的態度」（t = -2.345，df = 168，p 
=.020, d = 0.36）では 5％水準で，「早期学習

開始群」と「非早期学習開始群」との間に有意

差が確認された。また，効果量（Cohen’s d）を

算出した結果， 「英語学習における肯定的態度」

で中程度の効果量が，「英語学習に対する消極的

態度」と「英語学習で得られた成果」で小さな

効果量が得られた。一方，その他のカテゴリー

においては，効果量は確認されなかった。

　さらに，質問項目ごとに t 検定を行ったとこ

ろ，「英語学習における肯定的態度」の下位項

目である「19 英語の授業は楽しい」（t = 2.652，
df = 173，p = .009, d = 0.41）と「9 英語

はとても得意だ」（t = 3.262，df = 173，p = 
.001, d = 0.50）が 1％水準で，「英語学習に対

する消極的態度」の下位項目である「29 英語

の授業はあまり理解できない」（t = -2.575，df 
= 171，p = .011, d = 1.47）が 5％水準で，英

語学習開始時期の違いによる有意な差が確認さ

れた。

3.5 「英語熟達度」の違いによる差異の検討

　英語熟達度の違いによる差異を検討するため

に，英語学習に関する 6 つのカテゴリーについ

て t 検定を行った。その結果を表 11 に示す。

　「英語学習で得られた成果」（t = -3.953，df= 
121，p = .000, d = 0.72），「英語学習におけ

る肯定的態度」（t = -4.799，df = 122，p = 
.000, d = 0.88），「英語学習に対する消極的態

度」（t = 4.592，df = 117，p =.000, d = 0.85）
において，0.1％水準で「英語熟達度下位群」

と「英語熟達度上位群」の間に有意差が確認さ

れ，算出された効果量（Cohen’s d）も大きな

値を示した。また，「英語学習の計画・目標・

行動」（t = -2.818，df = 119，p = .006, d = 
0.52）では，1％水準で「英語熟達度下位群」と「英

語熟達度上位群」の間に有意差が確認され，算

出された効果量（Cohen’s d）の値は中程度で

あった。一方，「英語学習における国際的志向性」

（t = -1.492，df = 120，p = .138, d = 0.27），
「英語学習における動機づけ」（t = -1.130，df= 
121，p = .261, d = 0.21）においては，英語

熟達度の違いによる有意差は見られなかった
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表 9. 性別の平均値と標準偏差及び t 検定の結果

男性 女性

M SD M SD t 値

英語学習で得られた成果 4.190 1.095 4.409 0.852 -1.347

英語学習の計画・目標・行動 4.269 0.903 4.109 0.926 0.979

英語学習に対する肯定的態度 4.852 0.769 4.815 0.785 0.270

英語学習における国際的志向性 5.354 0.766 5.356 0.658 -0.020

英語学習に対する消極的態度 3.188 0.745 3.156 0.758 0.228

英語学習における動機づけ 5.518 0.578 5.519 0.530 -0.011

表 10. 英語学習開始時期別の平均値と標準偏差及び t 検定の結果

非早期学習開始群 早期学習開始群

M SD M SD t 値

英語学習で得られた成果 4.233 0.949 4.446 0.889 1.513

英語学習の計画・目標・行動 4.048 0.969 4.218 0.883 1.190

英語学習に対する肯定的態度 4.627 0.858 4.968 0.684 2.925**

英語学習における国際的志向性 5.340 0.642 5.366 0.712 0.248

英語学習に対する消極的態度 3.322 0.787 3.051 0.710 -2.345*

英語学習における動機づけ 5.503 0.489 5.530 0.577 0.316

*p ＜ .05，**p ＜ .01

表 11. 英語熟達度別の平均値と標準偏差及び t 検定の結果

英語熟達度下位群 英語熟達度上位群

M SD M SD t 値

英語学習で得られた成果 4.060 0.994 4.732 0.827 -3.953**

英語学習の計画・目標・行動 3.915 0.958 4.426 1.012 -2.818*

英語学習に対する肯定的態度 4.529 0.832 5.184 0.609 -4.799**

英語学習における国際的志向性 5.276 0.695 5.448 0.527 -1.492

英語学習に対する消極的態度 3.495 0.726 2.866 0.757 4.592**

英語学習における動機づけ 5.455 0.565 5.564 0.466 -1.130

**p ＜ .01，***p ＜ .001

表 12. 留学経験の有無の平均値と標準偏差及び t 検定の結果

留学未経験者 留学経験者

M SD M SD t 値

英語学習で得られた成果 4.293 0.900 4.481 0.948 -0.793

英語学習の計画・目標・行動 4.203 0.902 3.825 0.928 1.588

英語学習に対する肯定的態度 4.790 0.773 4.789 0.584 0.005

英語学習における国際的志向性 5.376 0.753 5.167 0.488 1.126

英語学習に対する消極的態度 3.275 0.776 3.111 0.769 0.807

英語学習における動機づけ 5.567 0.576 5.250 0.500 2.154*

*p ＜ .05
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が，小さな効果量を示した。

　質問項目ごとに t 検定を行ったところ，「英語

学習で得られた成果」の下位項目である「17 英

語を通して西洋の文化に対する興味・関心が高

まった」（t = -3.414，df = 122，p = .001, d 
= 0.62），「13 英語を通して西洋のものの見方や

考え方を理解することができた」（t = -3.468，
df = 122，p = .001, d = 0.63），「14 英語を学

ぶことで前向きに物事を考えるようになった」（t 
= -3.173，df = 122，p = .002, d = 0.58）の

3 項目が 1％水準で，英語熟達度の違いによる

有意差が確認された。また，「英語学習におけ

る肯定的態度」の下位項目である「1 英語はと

ても好きだ」（t = -4.409，df = 122，p = .000, 
d = 0.80），「15 英語を勉強するのは楽しい」（t 
= -3.719，df = 122，p = .000, d = 0.68），「9 

英語はとても得意だ」（t = -6.787，df = 122，
p = .000, d = 1.24）の 3項目において，0.1％

水準で，英語熟達度の違いによる有意差が見ら

れた。

　さらに，「英語学習に対する消極的態度」の

下位項目である「37 どのように英語を勉強し

たらよいか分からない」（t = 3.872，df = 122，
p = .000, d = 0.71），「29 英語の授業はあま

り理解できない」（t = 4.889，df = 120，p = 
.000, d = 0.90），「24 英語を勉強するのはあ

まり好きではない」（t = 3.766，df = 120，p 
= .000, d = 0.69）の 3 項目が 0.1％水準で，

「21 英語は難しい」（t = 3.201，df = 122，p = 
.002, d = 0.58）が 1％水準で，英語熟達度の

違いによる有意な差が確認された。また，「英

語学習の計画・目標・行動」の下位項目であ

る「5 英検などの資格試験に向けて英語の勉強

に取り組んでいる」（t = -5.096，df = 121，p 
= .000, d = 0.93）においても，0.1％水準で，

英語熟達度の違いによる有意差が確認された。

3.6 「留学経験の有無」の違いによる差異の検討

　留学経験の有無の違いによる差異を検討する

ために，英語学習に関する 6 つのカテゴリーに

ついて t 検定を行った。その結果を表12に示す。

　「英語学習で得られた成果」（t = -0.793，df 
= 95，p = .430, d = 0.21），「英語学習の計画・

目標・行動」（t = 1.588，df = 92，p = .116, 
d = 0.42），「英語学習における肯定的態度」（t 
= 0.005，df = 95，p = .996, d = 0.00），「英

語学習における国際的志向性」（t = 1.126，df 
= 95，p = .263, d = 0.29），「英語学習に対す

る消極的態度」（t = 0.807，df = 93，p =.422, 
d = 0.21）の 5 つのカテゴリーにおいては，留

学経験の有無による有意差は確認されなかっ

た。しかしながら，効果量（Cohen’s d）を算

出してみると，「英語学習の計画・目標・行動」

で中程度の効果量を示した。一方，「英語学習

における動機づけ」（t = 2.154，df = 94，p = 
.034, d = 0.56）では， 5％水準で，「留学未経

験者」と「留学経験者」との間に有意差が確認

され，算出された効果量（Cohen’s d）は中程

度であった。

　そこで，質問項目ごとに t 検定を行ったとこ

ろ，「英語学習の計画・目標・行動」の下位項

目である「39 英語を一生懸命勉強している」（t 
= 2.705，df = 95，p = .008, d = 0.71）が 1％

水準で，「38 英文法の学習に力を入れて取り組

んでいる」（t = 2.009，df = 95，p = .047, d = 
0.52），「34 英単語の学習に力を入れて取り組

んでいる」（t = 2.206，df = 94，p = .030, d = 
0.58）の 2 項目が 5％水準で，留学経験の有無

による違いによって有意差が確認された。また，

「英語学習における動機づけ」の下位項目であ

る「26 英語ができると将来役に立つと思う」（t 
= 2.052，df = 95，p = .043, d = 0.54）にお

いては，5％水準で，留学経験の有無の違いに

よる有意な差が確認された。

4. 考察

4.1 性別との関係

　英語学習における性差に関する研究は数多

く行われている。中高生を対象に学習方略使

用の男女差を調べた研究（平野ら，2001；前

田，2003）では，同程度の英語力を有する場合

でも，女性の方が男性より多様な学習方略を積

極的に使用していることが確認されている。ま

た，学習動機に関する研究では，高学年児童を

対象とした研究（林原，2013）において，英語

学習動機の 4因子のうち，「有用性」，「内発的」，

「不安回避」の 3 因子で，女子の方が男子より

も有意に高かったことが報告されている。さら

に，異文化受容と性差との関係についての研究

（Kobayashi，2002；枝澤，2005）においても，

女子学生の優位性が示されている。これらの研

究は，学習者の情意的側面を対象としたもので
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あるが，技能的側面における性差を扱った研究

（Boyle, 1987；Scarcella & Zimmerman, 1998）

においては，リスニングテストやアカデミック

語彙力テストにおける男子学生の優位性も指摘

されている。

　本研究では，英語学習に対する意識や学習行

動の実態について，「英語学習で得られた成果」，

「英語学習の計画・目標・行動」，「英語学習に

対する肯定的態度」，「英語学習における国際的

志向性」，「英語学習に対する消極的態度」，「英

語学習における動機づけ」の 6 つのカテゴリー

に分類して，性別の違いによる差異を検討した

が，全てのカテゴリーにおいて性差による有意

差は確認されなかった。しかし，質問項目ごと

に調べてみると，「英語学習で得られた成果」

の下位項目「13 英語を通して，西洋のものの見

方や考え方を理解することができた」において，

男性よりも女性が 5％水準で有意に高い得点を

示した。ものの見方や考え方は見えない文化（八

代ら，2010）であり，西洋のものの見方や考え

方を理解するということは，異文化理解すなわ

ち異文化を受容するということに相違ない。こ

の結果は，女性の方が異文化の受容度が高いと

いう先行研究の結果とも符合する。目標言語の

文化に興味・関心を持つことは，外国語学習成

功者に共通して見られる学習ストラテジーの一

つである（竹内，2003）が，日々の英語教育の

実践においても，その重要性を認識し，異文化

理解を促すための工夫を凝らす必要がある。

4.2 英語学習開始時期との関係

　小学校における英語教科化の動きに伴い，早

期英語学習に対する関心が高まっている。しか

し，早期英語学習の効果に関しては，これまで

様々な調査研究が行われてきたが，肯定的評価

と否定的評価に二分され，一致した評価は得ら

れていない。

　中高生を対象に技能面における早期英語学習

経験の影響を調査した研究（樋口ら，2007；静，

2007）では，リスニング能力やスピーキング能

力における小学校英語学習経験者の優位性が示

されている。また，中学校入学以前に英語教育

を受けたことのある成人は，そうでない成人と

比べ，英会話力や読解力が有意に高かったこと

を示す研究（カレイラ松崎，2011）もある。そ

の一方で，早期英語学習経験の有無による技能

面の違いは見られないと結論づける研究（白畑，

2002）もある。

　また，情意面においては，中学生の場合は早

期英語学習経験の有無が動機づけや英語学習に

対する肯定的態度に違いをもたらすが，高校生

や大学生ではそのような違いが見られないこと

を示す研究（Takagi，2003a）や，中学校入学

以前の英語学習経験の有無が，中学校入学初年

度の英語学習意欲に影響を与えないとする研究

（山森，2004）もある。

　本研究では，「英語学習開始時期」と「英語

熟達度」の連関性に有意な差は確認されず，技

能面における早期英語学習の効果を支持する結

果は得られなかった。上述したとおり，中学校

入学以前の英語学習経験が，成人英語学習者の

英会話力や読解力に影響を及ぼすという早期英

語学習経験の技能面におけるプラスの効果を示

す先行研究の知見もないわけではないが，本研

究の結果と照らし合わせて考えると，早期英語

学習経験の技能面への影響は，英語力全体の一

部に影響を与える部分的なものであり，且つ，

必ずしも長期的に効力が持続するようなもので

はないと解釈することができるのではないだろ

うか。

　一方，「英語学習における肯定的態度」や「英

語学習に対する消極的態度」といった情意面に

関するカテゴリーに関しては，英語学習開始時

期の違いによる差異が確認されたが，その違い

は英語力の自己評価や英語の授業に対する肯定

的態度において顕著であった。「外国語を用い

てコミュニケーションを図る楽しさを体験す

る」ことが小学校学習指導要領外国語活動の指

導内容に明記されているが，本研究の結果は，

小学校における外国語活動がその目的を十分果

たし，その成果も長期的に持続するものである

ことを示唆するものとなった。また，日本のよ

うな EFL 環境においては，英語の授業は英語に

触れる数少ない機会であり，英語学習の大部分

を担っている。従って，授業に対する肯定的態

度は英語習得の成否を左右する重要な要素であ

ると言っても過言ではない。長谷川（2013）は，

英語接触量や授業時間数が英語学習に対する関

心・意欲・態度に影響を及ぼすことを指摘して

いるが，本研究の結果からも，長期的な展望に

立って，小学校における英語学習の質と量の充

実を図ることが重要であると言えるだろう。
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4.3 英語熟達度との関係

　英語熟達度の違いによる差異は，「英語学習

で得られた成果」，「英語学習における肯定的態

度」，「英語学習に対する消極的態度」の 3 つの

カテゴリーにおいて顕著であった。先述したと

おり，竹内（2003）は，外国語習得に成功する

上で異文化理解・異文化受容が大事な役割を

果たしていることを指摘しているが，「英語学

習で得られた成果」の 2 つの下位項目「17 英

語を通して西洋の文化に対する興味・関心が高

まった」，「13 英語を通して西洋のものの見方

や考え方を理解することができた」において 1％

水準で英語熟達度の違いによる有意な差が見ら

れたことは，竹内の指摘にも合致し，外国語習

得における異文化理解の重要性が，本研究にお

いても追認されたと言えるだろう。また，英語

熟達度の上位群において，1％水準の有意な差

で「14 英語を学ぶことで前向きに物事を考え

るようになった」という思考過程における肯定

的変化が確認されたことは，非常に興味深い結

果と言えるだろう。英語を学ぶことで多様なも

のの見方や考え方に触れ視野が広がり，多面的・

複眼的に物事を捉える習慣が確立され，それが

前向きな思考態度の醸成へと繋がっていると

推測される。外国語学習と肯定的心的態度の獲

得との関連性に関する研究はこれまであまり行

われていないようだが，実証的な研究に値する

テーマに成り得るのではないだろうか。

　次に，「英語学習に対する消極的態度」の下

位項目である「37 どのように英語を勉強した

らよいか分からない」という項目で英語熟達度

の違いによる差異が顕著であった点に言及した

い。英語が苦手な学習者に共通して見られる課

題は，「勉強の仕方が分からない」ということ

である。勉強の仕方が分からないために授業も

理解できず，英語が好きになれないという負の

スパイラルが形成されてしまう。英語学習に対

する消極的態度の元凶とも言える学習方法の無

知を解消することが不可欠である。学習方法を

知ることで自律性が養われ，自律性の獲得が自

己効力感や学習意欲を高め，さらに学習意欲の

上昇が英語力の向上をもたらす。このような正

の連鎖を生み出すためにも，熟達度の低い学習

者に対しては，学習方法の指導を含む学習支援

体制の構築が求められる。

　さらに，英語熟達度の違いによる差異は，「英

語学習の計画・目標・行動」の下位項目である「5 

英検などの資格試験に向けて英語の勉強に取り

組んでいる」においても，0.1％水準で有意で

あった。熟達度の高い外国語学習者は，熟達度

の低い学習者に比べ，目標を設定し計画を立て

実行するというメタ認知方略を多用することが

確認されているが（茂木ら，2003；大岩 2006），

本研究においてもそれを裏付ける結果が示され

た。英語教育の場面では，直接方略（記憶方略・

認知方略・補償方略）に関する指導は積極的に

行われているが，間接方略（メタ認知方略・情

意的方略・社会的方略）に関する指導について

は十分行われているとは言い難い。外国語学習

者の習熟度を最も予測する要因（大岩，2008）

であるメタ認知方略の指導の必要性を認識し，

計画的に取り組みを進める必要がある。

4.4 留学経験との関係

　語学力の向上のみならず，自国の文化や価値

観を客観視する相対的なものの見方や柔軟な姿

勢の獲得，さらには人的ネットワークの構築な

ど，留学経験を通して得られる成果は計り知れ

ず，留学の意義は極めて大きい。そこで，本研

究においても，留学経験の有無によってどのよ

うな違いが見られるのか検討した。その結果，

「英語学習で得られた成果」，「英語学習の計画・

目標・行動」，「英語学習に対する肯定的態度」，

「英語学習における国際的志向性」，「英語学習

に対する消極的態度」，「英語学習における動機

づけ」の 6 つのカテゴリーのうち，「英語学習

における動機づけ」のみ，5％水準で，「留学未

経験者」と「留学経験者」との間に有意な差が

確認された。本研究における動機づけとは外発

的動機づけに位置付けられるものであるが，留

学経験者に比べ，留学未経験者の外発的動機づ

けが有意に高いという結果が得られた。

　留学後，自分自身の英語力不足や未熟さを思

い知らされたという感想を口にする留学経験者

は少なくないが，そのような経験を通して，純

粋にもっと英語を学びたいという内的欲求，す

なわち，内発的動機づけが強化された結果，相

対的に外発的動機づけが低下し留学未経験者と

の差異が生じたと推測することができる。また，

留学前は学ぶ対象でしかなかった英語が，留学

を通してコミュニケーションの道具としての新

たな価値を帯び，学ぶ対象から使う道具へと質
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的に変化したことも，外発的動機づけの程度が

留学未経験者に比べ低くなっている要因と考え

られる。同時に，留学未経験者の多くが１年生

であることを考えると，高校までのテストのた

めに英語を勉強するという外発的に動機づけら

れた英語学習形態の影響が，依然として色濃く

影を落としていると解釈することも可能だろう。

　上記のとおり，「英語学習における動機づけ」

以外のカテゴリーでは留学経験の有無による差

異は見られなかったが，質問項目ごとに分析し

てみると，「英語学習の計画・目標・行動」の

下位項目である「39 英語を一生懸命勉強して

いる」，「38 英文法の学習に力を入れて取り組

んでいる」，「34 英単語の学習に力を入れて取

り組んでいる」の 3 項目において，5％水準で

留学未経験者が有意に高い得点を示した。石橋

ら（2014）は，熟達度の違いによる英語学習内

容の実態調査において，英語熟達度の高群では

4 技能が統合された領域横断的な学習が行われ

ているのに対し，英語熟達度の低群では，文法

や語彙の学習といった英語の基礎力を培う学習

を好んで行う傾向があることを明らかにしてい

る。本研究では，英語熟達度と留学経験の連関

性が有意であることを確認しているが，その結

果を勘案すると，留学未経験者が，英文法の学

習や単語の学習などの基礎的学習を重視した学

習行動をとっていることも十分納得できる。ま

た，留学未経験者の多くが 1 年生であったこと

は先に述べたが，本研究の結果から，留学未経

験者が高校までの基礎的学習を重視する学習ス

タイルを継続している実態が浮かび上がってく

る。留学経験の有無による違いから示唆される

ことは，英語の学習行動全般において，「学ぶ」

から「使う」への質的転換が英語力向上には不

可欠だということである。

5. 結論

　本研究では，英語学習に対する意識や学習行

動の実態に関する質問項目を，「英語学習で得

られた成果」，「英語学習の計画・目標・行動」，「英

語学習に対する肯定的態度」，「英語学習におけ

る国際的志向性」，「英語学習に対する消極的態

度」，「英語学習における動機づけ」の 6 つのカ

テゴリーに分類し，性別，英語学習開始時期，

英語熟達度，留学経験の 4 つの独立変数に基づ

き比較分析を行った。

　その結果，学習言語の文化に対する興味・関

心・理解の高まりが，性別の違いや英語熟達度

の違いによって異なることが分かった。また，

英語学習に対する肯定的態度や消極的態度と

いった情意面における違いが，英語学習開始時

期の違いや英語熟達度の違いによって説明でき

ることも分かった。さらに，英語熟達度の違い

によって思考態度の質や使用する学習方略が異

なること，また留学経験の有無によって動機づ

けに違いが見られることも明らかになった。

　本研究で示した結果の多くは，先行研究の知

見と符合するものであったが，早期英語学習経

験が情意面に肯定的な影響を与え，且つ長期的

にその効力が持続することや，英語熟達度の上

昇に伴い思考態度の肯定的変化が生じること，

さらに，留学経験が内発的動機づけを高める可

能性のあることが示されたことは，英語教育に

新たな視点を提供し得るものであると考える。

　一方，課題も散見される。本研究の調査協力

者は，英語コミュニケーション専攻の大学生で

あり，他分野を専攻する大学生を対象とした場

合には，異なった結果が示される可能性もある。

また，発達段階の異なる中高生を調査対象とし

た場合も同様に，異なった結果が得られること

が予想される。従って，本研究で得られた知見

を一般化することは適切とは言えないだろう。

今後は，調査対象者の幅を広げ，より包括的な

知見を得ることができればと考えている。
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A Study of English Major University Students in English Learning Outcome, 
Behavior and Attitudes: Comparative Analysis Based on Gender Differences, 
Starting Time of Learning English, English Proficiency and Experiences of 

Studying Abroad

Naoto Oshiro

Abstract

   The present study investigated whether there were any significant differences in English learning outcome, 
behavior and attitudes based on gender differences, the starting time of learning English, English proficiency and 
student experiences in studying abroad.  The questionnaire was administered to 175 English major university 
students in Japan regarding the following six categories: the outcomes of learning English, the target setting 
and English learning behavior, the positive attitudes toward learning English, the international posture, the 
negative attitudes toward learning English, and English learning motivation.  The data were subjected a to 
t-test, a chi-square test, and correlation analysis.  The results showed that an increase in students' interests in 
and understanding the target-language culture varied according to gender differences and English proficiency, 
and that the starting time of learning English and English proficiency determined the attitudes toward learning 
English.  Data also indicated that a manner of thinking and uses of learning strategies varied according to English 
proficiency, and that the experiences of studying abroad caused an alteration in learning motivation.

Keywords: English learning outcome, learning behavior, learning attitudes, gerder differences, starting time of 
learning English, English proficiency, student experiences in studying abroad	


